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「海の生き物を守る会」メールマガジン No. 192  2017. 1. 16（月） 

 

Association for Protection of Marine Communities (AMCo) 

 Homepage http://e-amco.com/   

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

「今月の海の生きもの」  Berthellina citrina  

軟体動物門背楯目カメノコフシエラガイ科の一種。貝殻は退化的に小さく身体の中に埋没している。体長は

2~3cm で、体表

には模様も構造

も無く平滑で橙

赤色を呈する。

カメノコフシエラ

ガイ類の中では

もっとも鮮やか

な色彩を持ち、

もっとも小型の

種である。丸っ

こい身体と色か

らホオズキフシ

エラガイの名が

ある。カイメン類

を食べる。熱帯

太平洋に広く分

布する。日本では太平洋側で相模湾以南、日本海側では若狭湾以南の暖かい海の潮間帯やその下の転石の

表面に見ることができる。 

 

（香川県の海岸にて 倉谷うらら氏撮影） 

 

http://e-amco.com/
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₈ ─ ─ ⅝╙─₉ⱱ○☼◐ⱨ◦◄ꜝ●▬1ההההההההההההה 

1. ₈ ─ ⅝ ╩ ╢ ₉─  2ההההההההההה≡™≈⌐

2. ₈►Ⱶ●ⱷ ◖꜠◒◦ꜛfi₉ 23  8ההההההההה

3. ─ ⅝ ≤∕─ ⌐  9ההההההההה☻כꜙ♬╢∆

4. ─ ⅝ ⌐ ∆╢ ה ה ─ ─  13ההההההה

5. ₈ ≤ ─ ⅛╠₉ 47  18הההההההההה 

 20הההההההההההההההההההההההה ╡ .6

 20הההההההההההההההההההההההה .7

 

 

 

ǀ Ҳ˔ὑǁ 

ƨ ǵ ǔȉǵșὃȒȵɱɛȶȤɞ 2017 

ƼẕȖȓȒ Ὶǵ ǯЏВ˗ Ě ֦ɵ ɵ ɵʢ ɵ ӳƽ 

2017₴ 2 18  ˬ ⁸ ᾛ Џᶸ ǵ  

 

 ─ │≥℮⇔≡↓℮⌂∫≡⇔╕∫√─∞╤℮⅛  ─ │╒≤╪≥⌂ↄ⌂∫√⁹∕─ │

≢ ╦╣╢ ⌐№╢─≢│⌂™⅛⁹ ⁸ ⁸ ⁸ ⌐⅔↑╢ ≤∕─ ╩

╡⁸↓╣⅛╠ ↕╣╢○ꜞfiⱧ♇◒─√╘─ ─ ╩ ⅎ⁸ │ ⅛⁸≥℮∆╣┌ ™─⅛⁸

↓╣⅛╠ ⅜ ⌂─⅛╩⁸ ≤ ⇔√™≤ ™╕∆⁹ ─ ≢◦fiⱳ☺►ⱶ╩ ⇔╕∆⁹ ™

≢∆⅜⁸↔ ╩ ╦∑≡⁸ ─ ⅝╙─╩ ╢√╘⌐≥℮∆╣┌ ™⅛↔ ⌐ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹ 

 

2017 2 18 13:30 16:30 

₈ ─ ₉1F ▬ⱬfi♩  

β │⁸ ⅛╠Ᵽ☻≢ 5 ⁹ ╛ ─№╢ ─ ⌐№╢ ≢∆⁹

₈ ─ ₉⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ 

 

▪◒☿☻ ─ ќJRה ה ₈ ₉ ╟╡ ╩ ┼ 15 ⁸

╕√│ JR ₈ ₉ ╟╡ ┼ 15 Ᵽ☻ ─ ќ B3 ─╡┌

⅛╠ ה103 ה104 110 88ה⁸86 ≢₈ ה ₉╕√│₈

ה ₉≢ 208ה⁸205│√╕⁹←∆ ≢₈ ₉  
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ⱪ꜡◓ꜝⱶ  

13:00  

13:30~13:40    ─ ⅝ ╩ ╢  

ợ  

13:40~14:10₈ ╘ ╡⅛╠ 20 ─ ה ₉  

14:10~14:40₈ ─ ≤ ╦╣√╙─₉ ╩ ╢  

14:40~15:10₈ ─ ─≈⌂⅜╡╩ ∆╢ ₉   

15:10~15:20  

15:20~15:45₈ ה ─◘fi◗ ─ ≤ ₉  

15:45~16:10₈○ꜞfiⱧ♇◒⌐╟╡ ─ ⌐ ↕╣╢ ₉  

16:10~16:30₈ ─ ╩ ╢√╘─ ₉  ─ ⅝ ╩ ╢  

16:30  

  

 

 

 

 

ƨ ̝ș σǞȅǠ 

─ ⅝ ╩ ╢ ─ 2016 ─ ≤ 2017 ─ ⌐≈™≡ ⇔ ℮ ╩⁸ ─╟℮⌐ ≢

⇔╕∆⁹ ╩≤╡⌂⅜╠ ℮ ≢∆⁹ ─ ⅝ ╩ ╢ ─ │−└ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

2017 2 18 17:30 19:30 

₈ ꜠☻♩ꜝfi₉ ₈ ─ ₉◦fiⱳ☺►ⱶ  

3000 ╖  

2016 ה ⁸2017 ה ╒⅛ 

̝ḹ  

ᾛ Џᶸ α 

Ἑ ─⅔ ™ 

│↔ ↄ∞↕™⁹ ≢⅝⌂™ │ ⌐

╕≢ ∆╢ ╩⅔ ╠∑ↄ∞↕™⁹   hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp  

mailto:hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp
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᷀ȅǮ257 Ʋ141ȩ ș  ɓȡɶɩɇᶫ 2 ȉѠ ˔ὑ 

 ─ ⅝ ╩ ╢ ≢│⁸ ─ ≢ ╩ ╘≡⅝╕⇔√⁹ ⌂ ⅜ ™≡™╢ ≤

∕─ ⌐ ╗ ⅝ ─√╘⌐⁸ ─ ╩ ╡ ∕℮≤ ↕╣√ ≢∆⁹ 10 ⅛╠│

ⱪ꜡הꜝכ▲♩♫הⱨ□fi♪─ ╩ ↑≡⁸ 9 ⌐│ ─ ╩ ∆╢ ≢∆⁹

╕√⁸ ╩ ⁸ ≢ ℮╒⅛⁸₈ ⱨ▫כꜟ♪ 2 ₉─ ╙ ⇔≡™╕∆⁹ 

 │ ⌐≢╙≢⅝╢ ≢ ↕╣≡™╕∆─≢⁸ ⇔≢╙ ↄ─ ⅜ ↄ─ ≢↓─ ⌐ ⇔≡

™∞↑╢╟℮⌐⅔ ™™√⇔╕∆⁹ ─ⱱכⱶⱭ⁸│⌐☺כ꞉כ♪ⱨ□▬ꜟ≢ ─ ≤ ⅜

⇔≡№╡⁸♄►fi꜡כ♪⅜ ≢∆⁹ 

 ↓╣╕≢⌐ ╛ ─ ↕╕⅛╠257 ─ ⅜ ∑╠╣⁸ 141◌ ─ ≢ ⅜ ╦╣╕⇔

√⁹↔ ⌐ ™√⇔╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ─ ⌐∆╢⌐│⁸╕∞╕∞ ↄ─ ≢─ ⅜ ≢∆⁹

╕∞ ⅜1◌ ╙ ╦╣≡™⌂™─│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ≢

∆⁹−└↔ ╩⅔ ™™√⇔╕∆⁹╕√ ∂ ≢╙ ⅜ ⅎ┌⁸ ⅜ ⌂╡╕∆⁹™≈≢╙⁸≥╪⌂

≤⅝≢╙ │≢⅝╕∆⁹−└ ⁸ⱱכⱶⱭכ☺⅛╠ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ╩⅔ ╖™√∞⅝⁸ ⌐↔ ╩⅔

™⇔╕∆⁹ 

 

 

 

ƨͪЋǠȀǔ ș Ǟǭǖǧǜǋ 

 ─ ⅝ ╩ ╢ ≢│⁸ ─ ≤⇔≡⁸ ─ ≢−└ ∆═⅝∞≤ ╦╣╢

╩ ⇔≡™╕∆⁹2016 ╕≢⌐₈ⱬ☻♩30₉╩ ⇔⁸∕─ꜞ☻♩╩ ⇔≡⁸ ─ ⌐

⇔√™≤ ™╕∆─≢⁸−└ ╩╟╤⇔ↄ⅔ ™™√⇔╕∆⁹ ⌐№√∫≡│⁸∕─ ─ ─ ≤

∕─ ⁸ ⁸ ⌂≥⌐≈™≡╙⁸⅔ ╠∑ↄ∞↕™⁹ 

 ↓╣╕≢ ↕╣√ ─ ⌐│⁸ ─╟℮⌐ ⅜∕─ ↕╣≡⇔╕™⁸╙℮ ╡√™

≢│⌂ↄ⌂∫≡⇔╕∫√≤↓╤╙№╡╕∆⁹ ─ │≥╪≥╪ ↕╣≈≈№╡╕∆⁹ ↄ ∆═⅝

╩ ⇔≡⁸ ⌐ ≡╕⇔╞℮⁹ 

 

 

₤ Ƹ 

 

ῇ◐ ῑ Ῥ ὰῇ ′ ῎ῇ ̯  

http://e-amco.com/research
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╩ ⌐ ⇔ →╕∆ │↔ ↄ∞↕™ ⁹ 

  hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp  ╕≢⅔ ╠∑ↄ∞↕™⁹ 

 

ỪDiving team Snack Snufkin  ₈Exploring the Nature of Oura Bay and its surrounding area ₉ 

 2010  ⌐╟╢ ─ ─Ɽfiⱨ꜠♇♩ 

ỪGREEN AGE ─╠⅛╣↓ה 2015-4  ╩ ⅎ╢ 

 2015  ☿fi♃כ  

Ừ ₈ ⱦ○♩כⱪ ₉146pp ◘▬♥♇◒  

 

Ừ    ╡ №╡ 

₈ ʄ ⌐⅔↑╢ ₉ ₈ ₉2005 

₈ ה ─ ≤ ₉  2009 

₈☺ꜙ◗fi─ ≤ ₉  2009 

₈ ה ─ ∕─ ₉  2011 

 

Ừ   ₈  ─   ─ №╢ ₉  

ה        2012  ╡ 2  

   ₈   ─ ₉  2012  ╡ 1  

   ₈   ─ ₉  2012  ╡ 2  

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ------------------ 

 

 

Ǜ ǶƲʤ ȅǮǑ ȑǖǧǜǋƳ 

ƼǍȆǹȒȉ ƽᾐ ɟɶɩȠɇɪȷ hirumo@live.jp  

ȅǦǶƲ͛ѫǱ ɓȧɶɞ https://goo.gl/GjWIjL  

  

ךּ כֿ ךּ  כֿךּ  

mailto:hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp
mailto:hirumo@live.jp
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   ƨ ֦ᶽ ї֚ᾍЋᶮ Ӳ ̝ǵ Ҳǲǫǋǭ 

 ─ ⅝ ╩ ╢ ⅜ ⇔≡™╢₈

₉≢│⁸ ⌐

─ ╩ ╠⌂™╟℮ ∆╢ ╩ ™⁸

↓╣╕≢ 10 ╩ ⅎ╢ ⅜ ╘╠╣╕⇔√⁹ 

 ≤╙ ╩ ⇔⁸ ⅛╠─

─ ⌐╟╢ ≤ ┼─ ─ ⌐

⇔⁸ ≢ ╠╣ ┼ ┌╣╢ ─

─fi♁כ◔ ה ⌐╙ ⇔⁸ ─

╩ ╘↕∑╢╟℮⁸ ╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹ 

 ╩ ╘╢√╘⌐Ɽfiⱨ꜠♇♩╩ ⇔╕⇔

√ │ ⁹1 500 ╩◌fiⱤ≤⇔≡™

√∞™≡™╕∆⁹ │⁸ ─ ⌂

╩ ⇔≡⁸ ─ 14◌ ─ ╩ ╡⁸

┼ ∫≡⁸ ─ ─ ╩ ⇔╟℮≤⇔

≡™╕∆⁹ ─ ╩ ╢ ≡─ ≈≤⇔≡⁸

↓─ ⌐ ∆╢ ⅛╠╙⁸−└↔ ╩⅔ ™⇔╕∆⁹ 

Ἑ↔ ─ │ ╕≢⅔ ╠∑ↄ∞↕™⁹        hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp  

1 500 ─⅔ ╡ ╖ ╝℮∟╞ 19230-2848391  

 

   ƨẺ Ṹʴ  ɓȡɶɩɇᶫ ƾ ǵɍɜɆɑɞȵ ƿ 

     ─ ⅝ ╩ ╢ ≢│⁸ ╩ ─ ₁

⌐ ┘⅛↑≡™╕∆⁹↓─√┘⁸₈ ⱨ▫כꜟ♪ ₉

─☼כꜞ◦ ≤⇔≡⁸≥─ ⌐╙ ∏ ⅛↑╢Ɫⱴ

♩ⱦⱶ◦ ─ ╩ ⇔╕⇔√⁹ 

 

A5 14Ɑ⁹1☺כ 100 ≢ ⇔≡™╕∆⁹ 

⌐│ 1 ⌐ ╡ ≢⅔ ╡⇔╕∆ ─╖↔

ↄ∞↕™ ⁹ 

Ἑ↔ ─ │ ╕≢⅔ ╠∑ↄ∞↕™⁹ 

  hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp 

1 100 ─⅔ ╡ ╖  

╝℮∟╞ 19230-2848391  

 Ǒ ȐǢȱɶɈɶ 

mailto:hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp
mailto:hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp
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2  ў  23    ′ ʝ 
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編注： このニュース欄の情報源はマスコミ・団体の会報・その他多岐にわたります。海の生き物に関する最新情報を共有す

るため、事実と思われる内容を紹介し、それについて必要と思われる範囲で論評もしています。文責者名を記事毎に明記し

ますが、独自の裏付け調査をしているわけではありません。その点は、ご承知おきください。読者からの投稿も大歓迎です。 

 

 

 

 

ǀ Ӕǁ 

ƨ ǵ ᷂ǲӾ  

 ►ⱵⱠ◖╛►♩►⌂≥─ ─ ≤⇔≡ ╠╣≡™╢ ─ 14km⁸ ⌐ ⅛┬

₈ ₉⌐⁸♪ⱩⱠ☼Ⱶ⅜ ⇔⁸ ─ ╛ ⅜ ═╠╣╢ ⅜ ⇔≡™╢⁹ │ ⌐ ╕╣

─™⌂™ ≤⇔≡►ⱵⱠ◖╛►♩►⌂≥ ─ ⌐⌂∫≡™╢⁹ ─ │ ≤⌂╢◖►♫◗⌂≥

⅜ ≢⁸ │ ─ ≢╙№∫√⁹≤↓╤⅜⁸ ⌐⌂∫≡ ⌐♪ⱩⱠ☼Ⱶ⅜ ⇔⁸ ⅜ ═╠

╣╢ ⅜ ⇔≡™╢≤™℮⁹♪ⱩⱠ☼Ⱶ─ │ ─ ≢⁸⅜╣⅝⌐ ∫≡♪ⱩⱠ☼Ⱶ⅜

⌐ ⇔⁸ ⅎ√≤ ⅎ╠╣≡™╢⁹ ─ ⅜♪ⱩⱠ☼Ⱶ⌐╟╢╙─≤™℮─│⁸ ─≤↓╤ ∞

⅜⁸ ≢│♪ⱩⱠ☼Ⱶ─ ⌐ ╡ ⇔√⁹ 11 ⌐│ ╡─ ╩ ™√⁹ ╩ ∆╢≤

⌐⁸ ─ ─ ╙№╢≤╖≡ ╩ ℮↓≤≤⇔≡™╢⁹   

 

ǀʴᶮǁ 

ƨʣ ԍ ┴ ș ǠȒỡһș  ʴᶮ Ҙ 

 ─ │⁸ ─ ≢⁸ ⌐⌂∫≡™╢ ⱡ ⌐

╩ ⇔≡™╢ ⌐≈™≡⁸ ⅜ ╘ ≡ ─ ╩ ╘√ ⌐⁸ ⅛╠₈ ⅜

─ ─ ⅜ ∑╢╕≢│ ╘ ≡ ⌐ ╠⌂™╟℮⌐₉≤™℮ ╩ ↑ ∫≡™╢↓

≤⅛╠⁸ ─ │ ≢№╢≤ ═√⁹∕─ ⁸₈ ™ ⅜ ↕╣╢ ≢⁸

≢ ─ ─ │ ⌐ ₉≤ ═≡⁸ ╩ ⇔≡™ↄ ╩

⇔√⁹   

 

ǀᶤᶮǁ 

ƨ ǲЊȑ ȚǧɍɈȲɱɇȤș ї ˝Ɍ  

 1 5 ⁸ ⌐№╢ ⱡ ─ ⌐▬ꜟ◌─╟℮⌂ ⅜ 1 ™ ╪≢™╢─╩

⅜ ≈↑⁸ ⌐ ↑√⁹ ─ ⅜ ⌐ ⇔≡™√⅜⁸≤ↄ⌐ ∫≡™╢ ≢│⌂⅛∫

√√╘⁸∕─╕╕ ─ ╠⅜ ⌐ ⇔⁸ ∆╢↓≤⅜≢⅝√⁹ 2.5m ↄ╠™─
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─Ɫ♫◗fi♪►≤╖╠╣╢⁹ ⱡ ≢│⁸ ⌐ 1 ▬ꜟ◌⅜ ™ ╗↓≤⅜№╢⅜⁸Ɫ♫◗fi♪►

│ ⇔™≤™℮⁹   

ǀˉ″ǁ 

ƨ̯ ӲǶḨ ֞ǘЊȓǲ֚ᾍ ǞǱǋѼ ǲ֚  

 ⌐╟╡ ─ ⅜ ⇔≡⁸ ⅝⌂ ⅜ √⁹ ╠│↓╣⌐ ⇔≡⁸

₈ ↑ ₉─ ╩ ⇔≡™╢⁹ ⁸ ⌐ ⇔√ ╠│⁸ ⌐ ╩ ↑≡™╢⁹ 

 ⌐ ╠⅜ ↕∑⌂™╟℮ ⇔√ ⌐≈™≡⁸ │ 2016 1 ⌐ ⁸ ⁸

⌐ ╩ ⇔√⁹↓╣⌐ ⇔≡ │ ⇔⌂™ ╩ ≤⇔≡ ⌐ ∂⁸ ╠│

╩ ⌐ ⌐ ∂≡⁸ ╩ ∫≡™╢⁹∕─ ⁸ 11 ⌐ │₈ ╩⇔⌂™₉

≤™℮ ≢⁸100 ╩ ⇔≡₈ ₉╩ ⇔⁸ ─ ⌐ ╡ ╗

≤™℮ ╩⇔√⁹↓╣⌐ ⇔≡⁸ ╠│ ⇔⁸1 3 ⌐ 4 ─ ╠⅜ 100 ╩

⌡≡⁸₈ ⌐│ ⇔⅛⌂™₉≤ ♦⸗╩ ∫√⁹⇔⅛⇔⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ │

╩ ⁸ │⁸ ╩ ⇔⌂™↓≤╩ ≤⇔≡ ─ ↑ ╣╩ ╘√⁹╕√⁸

≢│⁸12 28 ─ ≢ ⇔⁸ 14 4 1≢ ↑ ╣╩ ⇔√⁹

│⁸₈ ─ │ ╤⇔√ↄ⌂™⅜ ─ ╩ ⅎ╣┌ ╙ ™ ─√╘⌐

╩ ↑ ╣╢₉≤ ⇔≡™╢⁹⇔⅛⇔⁸ ≢│₈100 ─ ≢│ ─ │ ⇔™₉≤─

╙№╡⁸ ╙ ↑≡ ⌐ ∆╢ ⁹ ⁸ │⁸1 9 ─ ה

≢⁸ ↑ ╣╩ ∆╢↓≤╩ ⇔√⁹₈ ⌐│ ⅜ ₉≤─ ╩ ⇔⁸₈

─ ─ ≤⇔≡│∫⅝╡≤ ∆═⅝₉≤⇔√⁹ │⁸ ה ⅜ ↑

╣╩ ╘√↓≤⌐≈™≡₈ ⅜┌╠┌╠⌐⌂╢─⅜ ™↑⌂™₉≤ ═⁸3 ≢ ─ ╩ ╢╟

℮ 3 ─♩♇ⱪ ≢ ⇔√⁹ 

 ⁸ ↑ ╣╩ ╘√ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ╠│ 250 ─ ─ ╩╙≤⌐

120 ⅜ ╕∫≡ ⌐ ↑ ╣ ╩ ╘╢ ╩ ⇔√⁹ ⌐│⁸₈ ↄ⇔≡ ─

⌂⇔₉≤⇔⁸₈ ⌐ ╙ ╙ ↄ ╩ ⇔√─│ ≢⅝⌂™₉≤⇔≡™╢⁹ ╩

⇔√ ─ │⁸₈ ╩╙╠∫√╠ ⇔⌂™↓≤╩ ↑ ╣√↓≤⌐⌂╢₉≤ ╙ ╩ ↑

≡™ↄ≤ ⇔√⁹ 

 

≤│  

1952年、長崎県知事が長崎県の平地を広げることと当時の食糧難を解決するために「長崎大干拓構想」として

発案し、国（農水省）が国営事業として実施した。干拓によって広大な干拓地を得、農地の冠水被害（塩害）を防

ぎ、農業用水も確保することを目的とした。当初の計画では諫早湾 11000ha を締め切って巨大な干拓地を造り、

米の増産を図るものであったが、その後の米余りや予算の関係で規模を 1/3に縮小して計画から実に 37年も経

ってようやく 1989年に着工した。潮受堤防は諫早湾の中央部を横断し、全長 7kmにもなる。計画面積 3500ha、

埋立面積：約 942ha、調整池面積：約 2,600ha、事業費 2,533億円。しかし実施前から批判にさらされ、走り出した

ら止まらない無駄な公共事業の典型とされた。科学技術振興機構（JST）がまとめた「失敗百選」にこの諫早干拓

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AA%BF%E6%95%B4%E6%B1%A0
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事業が挙げられている。失敗は、財政問題に限らず、有明海全体の生態系異変を引き起こし、環境悪化は多大

な漁業被害をもたらした。専門家らによって、その環境悪化のプロセスは、ほぼ明らかになってきた。 

 

‼ ₲ ᷂ Ш Google 

Earth  

ֳ ₲ ᷂ ֞ Ḵ ̬  

Ш  

 

 

֞ Ḵ ♥ Ằ ₲ Ӿ ₲ ʝ Ẏ

̯ ʝ ◙  
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↓╣╕≢─  

国営諫早干拓事業で諫早湾の中心部に長い「潮受け堤防」を建設し、二重干拓を行った国に対して、有明海の

漁業者らは、開門して海水を堤防内に入れるよう要求してきた。1997年の「潮受け堤防」の締め切り（ギロチンと

言われた）から 3年後、2000年の有明海ノリ養殖の大不作を受けて、政府は諫早干拓事業の見直しを表明し、

2001年に「潮受け堤防」の短期開門調査に踏み切り、埋立面積の縮小も行った。しかし、有明海の環境変化は

止まらず、有明海の名産だったタイラギ漁は壊滅し、現在まで休漁が続いている。これに対して、有明海の漁業

者らは国を相手に潮受け堤防の開門を要求して提訴、佐賀地裁は干拓事業と有明海の漁業被害との因果関係

を一部認め、5年の長期開門調査を命じた。国は控訴したが、2010年、福岡高裁は干拓事業と有明海の漁業被

害の因果関係を認め、長期開門調査を命じた佐賀地裁の決定を支持した。判決は国の責任について「大型公共

工事による漁業被害の可能性がある以上、率先して解明し適切な施策を講じる義務を負う」とし、「中・長期開門

調査は不可欠で、これに協力しないのは立証妨害である」とし、国の主張をことごとく退けた。時の民主党政権は、

この高裁判決を受け入れ判決は確定した。 

 確定判決では、2013年までに開門調査を始めることを命じており、農水省もそれに基づき開門調査を行う予定

としていたが、すでに干拓地に入植していた農民らの反対で対応工事を断念した。これに対して、開門を要求し

てきた有明海漁業者らは、確定判決で決められた時期になっても開門をしない国に対して、制裁金を支払うよう

申し立て、佐賀地裁はこれを認め、開門しない場合は漁業者ら原告に 1日 45万円（一人あたり 1万円）を支払う

よう命じた（後に 90万円に増額）。一方、入植した農民らは、長崎地裁に開門しないよう仮処分を申し立て、長崎

地裁は干拓事業と有明海の漁業被害との関連については判断しないで、これを認めた。さらに長崎県の農民ら

は、逆に開門した場合には農民らに制裁金を支払うよう求め、長崎地裁はこれも認め、開門した場合は、国が原

告らに1日49万円を支払うよう命じた。これによって、国は「開門せよ」と「開門するな」という矛盾した二つの判決

に従わざるを得なくなり、どちらにしても間接強制という制裁金を支払わねばならなくなった。この矛盾した二つの

判決に対して国は最高裁の判断を仰いだが、最高裁は両方の判決とも有効で、地域によって矛盾した判決があ

りうるという判断を下した。   

 

ǀ ǁ 

ƨ ֦Ḩ᷂┴ ›˗șП  ⁸ Ȑǵ ǖ 

 ─ │⁸ ╩ ╢ ≤ ─ ╩ ≡⁸ ─ ╩ ⅜ ↑

╣╢ ≢ ⇔≡™√⅜⁸ ⅜ ╘ ≡ ─ ╡ ⇔╩ ∫√↓≤╩ ≤⇔≡

⅜ ╩ ⅎ√ ≢⁸ ⅜ ─ ⅎ╩ ╘√↓≤⅛╠⁸ │ ⅛╠ ╩ ↕∑√⁹

1 10 ⌐│⁸ ⅛╠ ┼ ─ⱨ꜡כ♩⅜ ↕╣√⁹↕╠⌐ⱨ꜡כ♩│ ╩ ⅎ╢

≢ ⌐ ↕╣╢ ≢№╢⁹ ⌐ ∆╢ ╛ ╠│⁸ ⅛╠◐ꜗ

fiⱪה◦ꜙ꞉Ⱪ─◕כ♩ ⌐ ╡ ╪∞╡⁸ כ♯◌≥ ╩ ⇔≡⁸ ─ ⌐ ⇔≡™╢⁹↓╣

╕≢│╕∞ ↄ─ ─ ⌂≥│╖╠╣≡™⌂™⅜⁸ ⁸ │ Ⱨ♇♅≢ ╘╠╣╢≤ ╦╣╢⁹

⁸№╠╝╢ ≢ ╩ ⇔≡™ↄ≤ ∫≡™√ ∞⅜⁸↓╣╕≢ ─

╛ ─ ╡ ⇔⌂≥─ ⌂ ╩ ∫≡™⌂™⁹ ⅛╠│⁸ ┼─ ╙ ╣≡

⅝≡™╢⁹   
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ǀ ǁ 

Ƥ2017₴ʫ ᷂ǵ ꜠ȵɱɛȶȤɞ 

 1971 2 2 ⌐ꜝⱶ◘כꜟ ⅜ ↕╣√↓≤╩ ⇔≡⁸ꜝⱶ◘כꜟ │ 2 2 ╩

₈ ─ World Wetlands Day ₉≤ ╘≡™╕∆⁹ ─ ─  ⱴ│₈Wetlands forכ♥─

Disaster Risk Reduction ≤ ה ⌐ⱴכ♥⁸╡⅔≡∫⌂≥₉ ∫√◦fiⱳ☺►ⱶ╩ ⇔╕∆⁹

↔ ⅜↔↨™╕⇔√╠ ↔ ™√∞↑╣┌≤ ™╕∆⁹ 

2017 2 4  

14 00 17 00 

◄ꜞ◙ⱬ☻꜡כ☼

5-53-70  

 

ⱴכ♥ ≤ ה Wetlands 

for Disaster Risk Reduction  

 

WIJ ⁸

◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫

UNU -IAS ⁸ Ɽכ♩

◙ꜝⱪⱪ♇◦כ♫ GEOC  

ꜝⱶ◘כꜟ☿fi♃כ 

 

 

ה IUCNה 

ꜞ◄♂fi○ⱨ▫☻ ◖כ♦▫Ⱡ

 כ♃כ

₈Eco-DRR⌐ ∆╢ ₉ 

 

ה   

₈ ⌐⅔↑╢ Eco-DRR ⌐≈™≡₉ 

 

 

βEco-DRR ╩ ≤⇔√

ה  
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₈ ╩ ⇔√ ה ≤ ⅜╟╡∕∫≡ ⌐ ∆╢≤™℮ ⅎ ₉ 

ה  

₈ ⅜ ℮ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡₉ 

Ⱡ▬♅ꜗכ☿fi♃כ  

₈ ⌐⅔↑╢ ⅛╠─ ≤ ה ╩╘←╢ ⌐≈™≡₉ 

◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫  

₈ ה ≤ SATOYAMA ▬♬◦▪♥▫Ⱪ₉ 

 

₈ ה ⌐ ╦╢Wetlands International ─ ╡ ╖₉ 

 

Ἑ ⇔ ╖ⱨ◊כⱶ  

https://docs.google.com/a/wi -japan.org/forms/d/e/1FAIpQLSc2oy7CL9OdzBOZb -A9AlUYGV4DjdNs3jOLm

LgTg4Txt4WI2w/viewform  

 

ǀ ǁ 

Ợᴇ ῇ⁸ ṑͪЋ ̝Ƽ₲ ǵ ǔȉǵǒȐȆǦ ẉ Ћǵͪר ƽ 

2017 2 1 13:30~15:00 

☿fi♃6כF ⱱכꜟ 

 

 

150  

 

Ἑ ⇔ ╖ │⅜⅝ │ⱷכꜟ≢ 

╘ ╡ 1 20  

23  

e-mail: kankyoseisaku@city.wakayama.lg.jp   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://docs.google.com/a/wi-japan.org/forms/d/e/1FAIpQLSc2oy7CL9OdzBOZb-A9AlUYGV4DjdNs3jOLmLgTg4Txt4WI2w/viewform
https://docs.google.com/a/wi-japan.org/forms/d/e/1FAIpQLSc2oy7CL9OdzBOZb-A9AlUYGV4DjdNs3jOLmLgTg4Txt4WI2w/viewform
mailto:kankyoseisaku@city.wakayama.lg.jp
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ǀʴᶮǁ 

ỢǑ Ǟ̝Ƽ Ῥǵᶽ Ǔ ֦ǲǋǖ!?ƽ 

2017 1 29 13:00~15:00 

F JR ⅛╠ 2  

↕╪  

500  

₈ ⌐

╩ ╠∑⌂™ ₉

─↓ⅎ 
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Ƥʣ ɕɧɱȭɆɱ  ֓қ ҹ  

 ─ ╩ ╢ ≢│⁸2◌ ⌐ 1 ⁸₈ ─ ₉≤ ╦╣╢ ≢─ⱪꜝfi◒♩fi ╩ ™

╕∆⁹ │ 3 4 9:00 15:00⌐⁸5 ≢ Ⱡ♇♩⌐╟╢ ⱪꜝfi◒♩fi─ ╩ ℮ ≢

∆⁹↓─ ⌐ ⇔≡™╢ ⌂◌fiⱶꜞ►Ⱶ☻☼ⱷ╛⁸☻♫ⱷꜞ⌂≥─ ≤⇔≡─ ה ⱪ

ꜝfi◒♩fi╩ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╕∆⁹ 

 

Ἑ™∫⇔╞⌐ ⌐ ⇔≡╖√™≤™℮ │⁸ ─ ╩ ╢  midori.t@crocus.ocn.ne.jp  

╕√│  hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp  ╕≢ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

 ⌐ ⅛↑╢⌐│ ↄ⅛╠─ │ ⅛╠─ ⅜ ≢∆⁹ ⌐ ⇔ ╘┌⁸ ─₈└╟╡╖

₉⌐ ╙ ≢∆⁹ ≢│⁸ ⅜ ↑╣┌◌fiⱶꜞ►Ⱶ☻☼ⱷ⌂≥─ ⁸☻♫ⱷꜞ⌂≥╙ ≢⅝

╢ ⅜№╡╕∆⁹√∞⇔⁸ ⇔≡ ≢─ ≢∆─≢⁸ ≢│ ⌐ ╙№╡ ╕∆⁹╕

√⁸ ⌐╟∫≡│ ™╙⁹↔ ⅔⅝ↄ∞↕™⁹ 

 

 ╕√⁸ 3 5 ─ ⌐│⁸ ≢ ⇔√ⱪꜝfi◒♩fi─ ╩ ™╕∆⁹ √

↓≤─⌂™ⱪꜝfi◒♩fi╩ ╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹−└↔ ⌐ ╩╛∫≡╖╕∑╪⅛⁹ ⌐│ ↑⌂

™⅜⁸ ⌂╠ ≢⅝╢≤™℮ ╙ ⇔≡™╕∆⁹ 

 

ǀˉ″ǁ 

ỢȵɱɛȶȤɞƼǰǍǞǦȐ ǶП ǠȒǵǒƽ 

ה  Ⱡ♇♩꞉כ◒≤ ─ ⌐╟╢◦fiⱳ☺►ⱶ╩ ─ ╡ ⇔╕∆⁹

│ ה ─ 2016 ─ ╡╕≤╘⅜ ≠™≡™╢↓≤⅛╠⁸

─ ↕╪⁸ ↕╪⌐╙↔ ™√∞⅝⁸

─ ╙ ╘⁸↓╣╕≢─ ─ ╛ ─

⌐≈™≡ ⅎ≡™⅝╕∆⁹ ↑─◦fiⱳ☺►ⱶ≢∆

─≢⁸╖⌂↕╕⅔ ™ ╦∑─ ⁸↔ ↄ∞↕™⁹ 

2017 1 22 13:30 16:30 

─ 7ĭ19 

 

☿fi♃כ  

ⱤⱠꜟ♦▫☻◌♇◦ꜛfi

₁

 

™ ╦∑ Ⱡ♇♩  TEL 03 -3986-6490 

 

 

mailto:midori.t@crocus.ocn.ne.jp
mailto:hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp
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ỢƼ 41ᶥˉ″ ̝ƽ 

 2017 3 18 3 19 ⁸ ─ ⁸ ⱴꜞfi☻♥כ◦ꜛfi⌐≡ ™√⇔╕

∆⁹ ⅛≤ ⇔™ ≢∆⅜⁸┤╢∫≡─↔ ╩⅔ ∟⇔≡⅔╡╕∆⁹ 

 ∏│ ╩ ™√⇔╕∆⁹ ≤⇔≡™╕∆⅜⁸ │⁸ ה ה ה ⌂

≥ ≢╙ OK ≢∆⁹ │ ─ ╟╡╙ ╩ ╡⁸ ⌐╙ ╩⅛↑≡™╕∆⁹

≢∆─≢⁸ ⇔√ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ─ ╙ ™√⇔╕∆⁹ ─ ⅛╠─ │

⌐⌂╡╕∆⁹ ⌐ ╕∫≡─ ≢№╡⁸ ⅜ⱷ▬fi ↄ╠™⌐ ╡ ⅜╡╕∆⁹

™╙─╩ ═⌂⅜╠⁸ ╡ ⅛⇔╕⇔╞℮⁹ 

Ἑ ⇔ ╖ ╘ ╡ 2 20  β │ ™ ╦∑ↄ∞↕™ 

 ⱴꜞfi☻♥כ◦ꜛfi 6061 TEL:  0969-56-0277, FAX: -3740

ⱴꜞfi☻♥כ◦ꜛfi╕≢─ http://www.geocities.jp/henmiy21/mitijyun.htm 

 

ꜟכꜙ☺◔☻  

 3 18  13:30   

    ה 17:30   

 3 19  9:00- 12:00  

   ─ ⁸   

 

⌐╟∫≡│ ─ №╡╕∆⁹  

 │⁸ ה 1,000 ⁸ ה ╒⅛ 2,000  ќ 3,000   

ה  │⁸ ה 1,000 ⁸ ה ╒⅛ 3,500  ќ 4,500  

 

Ἑ ┘ ─ ⇔ ╖│ ╩  ╕≢⁸ⱷכꜟ⌐≡↔ ↄ∞↕™⁹ 

ⱷכꜟ⅜ ⅎ⌂™ │ ⁸ ≢╙ ≢∆⁹ 

 

ⱷכꜟ  morik@nimd.go.jp  

fax  0966-62-6911  

 ₔ867-0008 4058 18 ☿fi♃כ     

 

 

*********************談話会参加／講演申し込み***********************  

1．名前  

2．所属  

3．講演の有無  

4．講演タイトル  

5．使用器機、プロジェクター(Windows, Mac)、プリント、ビデオなど  

6．到着予定、使用交通機関  

7．実験所宿舎への宿泊希望  

8．性別(部屋割りのため)  

9．有職・学生の別（懇親会費用のため）  

http://www.geocities.jp/henmiy21/mitijyun.htm
mailto:morik@nimd.go.jp
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ᾭ₲ ˲׀  

 ⅛≈≡ ╡⌂ↄ ⅛≢№∫√ ⅛╠ ↄ─ ⅝ ⅜ ╩ ∆ ≢⁸ꜝⱶ◘כꜟ ⌐ ↕╣≡™╢

─ ≢│⁸▪◘ꜞ⌐ ╦∫≡▪♫☺ꜗ◖ ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ ─ ≢№

╢▪♫☺ꜗ◖│⁸ ⅛╠ ─

─ ─ ⌐

™ ╩ ∫≡ ⇔⁸ ⱪꜝfi

◒♩fi╛ ⌂≥╩╤ ⇔

≡ ≤⇔≡™╕∆⁹ ⌐ ╣√

⌐ ╩↕⇔ ⁸ ≤

⇔√▪♫☺ꜗ◖⅜ ╖ ↄ♃▬

Ⱶfi◓╩ ╠∫≡⁸∕∫≤ ╩

™≡ ∆╢ ─ ╡ ≢╟ↄ

╠╣≡™╕∆⁹ ⇔√ ⌂▪

♫☺ꜗ◖╩⁸▪ꜚ─ ╡─╟℮⌐

⅔≤╡⌐ ™⁸ ╟╡││╢⅛⌐

⌐ ™ ∕℮≤∆╢ ╩

⅛⇔≡⁸ ╡ →╢ ╙ ╖╠╣

≡™╕∆⁹ 

Ш  ᾭ₲

 

 

 │⁸⅛≈≡│ ╩

∆╢▪◘ꜞ─ ≢№╡⁸

╣√ ⌐│ ─ ─

╩ ╘⌂⅜╠

┘⅜≢⅝╢ ─ ≤⇔≡⁸

─ ⌐│ ╡╩ ⇔

╗ ↄ─ ╣≢ ╦™╕⇔

√⁹⇔⅛⇔⁸1980 ╦╡ ⅛╠ ─ ⅜ ╖⁸▪◘ꜞ─ │ ⌐ ⇔⁸ ≢│ ⌐

⌂╠⌂™╟℮⌂ ⌐ ∫≡™╕∆⁹↓─╟℮⌂▪◘ꜞ─ ⌂ ≤│ ⌐⁸▪♫☺ꜗ◖⅜ ⇔⁸▪

5. 47        

Ш  ʣ  
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◘ꜞ⌐ ╦╢ ≤⇔≡ ↕╣≡™╕∆⁹ ↕╣√▪♫☺ꜗ◖│⁸ ≢⁸ ↑⁸⅛╠ →⌂

≥≢ ≤↕╣⁸ ≢│ 1kg √╡ 2000 ─ ≢ ↕╣╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ш  ᾍῚ ̃ῗ Үỡ ⅎẎ ᾭ₲  

 

 │ ≢№╢≤≤╙⌐⁸ ≢│ ─╖⌂╠∏ ⅛╠╙▪♫☺ꜗ◖ ⱴ☺ꜗ◒

╡╩ ⇔╗ ₁⅜ ╕╡⁸ 16 7 ⌐│₈ⱴ☺ꜗ◒ ╡ ₉⅜ ↕╣⁸ 1000

╩ ⅎ╢ ─ ▬ⱬfi♩≤⇔≡ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ ≢│⁸ ⌂≥╩ ╣╢ ╩ ↑ ╣⁸

ⱴ☺ꜗ◒ ╡ ╩ ⇔⁸ ≤≤╙⌐ ↄ ⌐ ╛ ┼─ ╩ ∆╢ ╡ ╖╩

→≡™╕∆⁹ 

 ─ │⁸ ⌐ 2 3cm ─ ⅜ ∆╢↓≤≢⁸ ⌐ ⅛╡╕∆⁹ ─ ↄ⌐№

╢ ╟╡⁸
√™ ⇔

≤ ─ ≢│⁸ ─ ⌂ ─

⌐⁸ ─ ─ ⅜ ↑╠╣⁸ ≢╙▪♫☺ꜗ◖─ ─ ─ ╩ ⅝⌂ ⌐ ⅜

↑╠╣≡ ╕⇔√⁹∕─ │⁸ ⌐ ⌐ ╣√ ⌐ ╩ ⇔ ╪≢ ⇔⁸∕─ ─

╩☻◖♇ⱪ≢└√∆╠⅛⅝ ⇔≡⁸∕─ ↕╛ ⅛╣⌂≥─ ╩ ╠⅛⌐⇔╟℮≤∆╢╙─≢∆⁹

⅜ ∆╢ ╠╣√ ⌐ ╡ ∆ ⅜№╢≤™℮ ⇔™ ─ ⁸ ⌂╢ ╩ ╡ ⇔⁸≈™⌐

∕─ ⅜ ╠⅛⌐↕╣≡™╕∆⁹5 10cm╒≥─ ≢ ™√ │ ↄ ⌐ ╡ ╠↕╣⁸ ↄ

╩ ╡ ╗ ⌂ ╩ √⇔≡™╢↓≤⅜ ⌐ ↕╣╕∆⁹ ─ ≤∕─ ─ ⌐└√

∆╠ ╩ ↄ ⌐ ╩ ⇔√ ─ ↕╪─ ≤ ⅎ╕∆⁹∕╣│⁸ ╛ ≤∕↓⌐ ⅝╢ ⅝

√∟┼─ ™╩ ╘╢⅛↑⅜ⅎ─⌂™ ⌐⌂∫√⌐ ™№╡╕∑╪⁹ 
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6．事務局便り 

È ₈℮╖└╢╙₉│₈ ─ ⅝ ╩ ╢ ₉─ⱷכꜟⱴ●☺fi≢∆⁹ ⅜ ≤ ╦╣╢ │⁸

╕≢↔ ↄ∞↕™⁹ 

È ↓─ⱷכꜟⱴ●☺fi│ ≢∆⁹ ─ ⅝ ⌐ ╩ ∫≡™╢ ⌐ ↄ ╪≢™√∞ↄ√╘⌐

╩⅔ ™⇔╕∆⁹√∞⇔⁸ ╩ ─ ≢ ∆╢ │ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹ 

È ⌂≥∕─ ⌂╪≢╙ ─ ⌐ ∆╢↓≤│⁸ №≡⌐⅔ ∑ↄ∞↕™⁹ 

È │ ╛ ╩ ≢ ⇔≡™╕∆⁹ ≢ ╩ ↕╣╢ ⁸ ╩⅔ ™≢⅝

╢ │⁸↔ ↄ∞↕™⁹╕√⁸ ─ ≤─ ╙ ™╕∆⁹↔ ⌐ ╛ ╩⇔√™≤

╦╣╢ ⅛╠╙ ╩⅔ ↑⇔╕∆⁹ 

È ⌐ ╩⅔ ∑ↄ∞↕™⁹ │ ≤ ∂≢∆⁹ ⌐≈™≡ ╕≢↔ ↄ∞↕™ 

╝℮∟╞   ─ ⅝ ╩ ╢  
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7．編集後記 

 津波でドブネズミが島に流れ着いたというニュース（9ページ）に、太古から続く地殻変動と、それに伴う生き物の拡散や競争、交

雑や進化の一幕を見る思いがしました。ただ、ドブネズミは人間社会があってこそ増えた生き物でもあると思うので、この件につい

ては、人がここまで地球上にはびこったからこその出来事だったのかもしれません。近年、各地でクマやシカ、イノシシ、サルなど

が里に下りてきて問題になっています。野生生物と人間との関わりを、ドブネズミから改めて考えさせられました。（ちよ） 

 

 毎回、南紀白浜から海の生き物の話題を届けていただいている久保田信さんの連載は、筆者の都合により今号は休載です。次

号からまた復活していただけると願っています。1 ヶ月後の 2 月 18 日には、京都でシンポジウムを開きます。まだ先のように思っ

ていたのですが、早くも 1 ヶ月先になりました。日本の海岸はどうしてこうなってしまったのか？どうすればいいのか？多くの方が

参加され、共に考えていただけることを期待しています。（宏） 
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 ̝ᴣǶ ̝ǵ ǲ ֿǮǔȒΉ˲ɵᶧ̱ǯǞȅǠƳ₴̝ ǶΉ˲ 2,000ЛƲᶧ̱ 20,000ЛƳӤ

ǲȏȒ֓қȉ֯׀ Ƴ̝ᴣǶƲֺ᷂Ǯ ǵ ǯǤǵ ṑșͪ ɵͪЋǠȒ Ҳș ǋƲǤǵǦȈ

ǵҞ șǠȒǚǯǓǮǔȅǠƳЊ̝₁ ǵ ǶƲ˗ҵᾯȅǮƲ Ʋ̮׀ ƲɟɶɩȠɇɪȷ

șǑ ȐǢǖǧǜǋƳ 
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